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Agenda

COVID-19のパンデミックとインフォデミックについて

Civic tech challenge for COVID-19

台湾

東京

DHIS2

OpenEHR

GNU Health
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COVID-19のパンデミックと「インフォデミック」

地域的流行から世界的流行へ

2019年12月に最初の症例が中国武漢で報告される。

急速な流行により医療崩壊をきたし、武漢で都市封鎖が行われる。

武漢での感染者の死亡率は3.6%, 基本再生産率が1.4から5.5とされた。

インフォデミック

ウイルスに関連するデマがインターネットやマスメディアにより広められ
混乱を広めた。

情報による混乱は“Infodemic”と呼ばれ以下のような混乱を招いてい
る

マスクや消毒薬の払底

トイレットペーパーや食料売り切れる。何よりも人々の寛容を失わせつつ
ある。

アジア人差別
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ウイルスのパンデミックに対抗するには

医療分野での開発

診断ツール

治療薬剤の開発

有効なワクチンの確立

政策

人権と公益のバランス

公衆衛生、検疫、隔離、都市封鎖

経済支援、研究支援
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インフォデミック（Infodemic）とは

確かに危険なウイルスではあるが、情報の混乱が事態を悪化させて
いる

東日本大震災のときの「放射能」関連のアレのようなもの

反乱する情報と数多くの見解

細かいところでは専門家でも意見が食い違うことがある

PCR検査、ゾーニング

わかりやすく説明するにも限界がある

はびこる「陰謀論」

以下の3つのどれかが入っている記事は読む価値がないと判断して良い。

「隠蔽」「武漢（中国）肺炎」「オリンピック」「
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COVID-19に対してFLOSSは何ができるのだろうか

FLOSSができないこと

直接検査したり病気を診断することはできない

患者を治療したり治療薬剤を開発することはできない

FLOSSができること

質の高いCOVID-19の情報へのアクセスを提供すること

Stop infodemic!
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台湾でのCivicTech。マスクの販売地図
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マスク販売地図
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マスク販売データ
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新型コロナウイルス感染症対策サイト（東京)



11

Source codes



12

東京のCOVID-19サイトの時系列

日付 できごと

2月26日 東京都がCOVID-19のWebサイトを立ち上げることを決定

3月2日 副知事の宮坂学氏がopen sourceで構築することを考え、Code for 
Japanに委託

3月4日 CfJがサイトを立ち上げ、GitHubでソースコード公開
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Forked sites (ex. Hokkaido)
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Open Data from Tokyo gov.
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WHO COVID-19 Project on GitHub

https://github.com/WorldHealthOrganization/app
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DHIS2 COVID-19 package
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GitHub Topics: COVID-19
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問題点

Data

厚生労働省や各自治体が出しているデータにずれがある

PDFデータが多く、機械処理がしにくい

プライバシー保護とデータ活用

個人情報保護法例外規定

公衆衛生のためであって個別の許可が取れない場合
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Stay Home

And

Save Lives
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Stay Home

And

Write Codes

Save More Lives


